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～ 明日の人材を育てる教育文化のまちづくり ～

1 各校（園）での特色ある学校づくり ● 学校教育課 ☎ 43-9025
● 子育て応援課 ☎ 43-9024

【特集】令和６年度与謝野町の教育

３年生を中心に、難民の置かれた現状や国際貢献について学習
し、「届けよう　服のチカラ」プロジェクトに取り組みました。
服を必要とする難民の子どもたちに、着なくなった子ども服を
回収し届けるという取り組みです。中学生だけでなく３年生が
小学校やこども園に出向き、直接協力をお願いしたくさんの子
ども服を回収できました。園・小・中の子どもたちのつながり
も深まりました。今後も子どもたちの心に響く取り組みを行っ
ていきます。

● 加悦中学校 「届けよう　服のチカラ」プロジェクト
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　学校が抱えている子どもたちの現状や課題について、地域と学校が一緒になって考え、
子どもたちの将来に向けた意見を述べ、課題を解決していこうという取り組みであるコ
ミュニティ・スクールが、加悦小・中学校でスタートしています。令和５年６月に開催
された第１回の会議では、夏の加悦小学校の校地清掃に地域の協力を呼びかけることな
どが確認され、当日は多数の方に参加いただき、整備されたグラウンドで２学期を迎え
ることができました。
　令和６年度からは、野田川地域の小・中学校と岩滝小学校でもコミュニティ・スクー
ルが始まる予定であり、地域と学校との連携がより一層深まることと期待しています。

野田川地域には古くから地域行事や祭事の際に「うどん」を食
するという文化があります。「なぜ、野田川地域には『うどん
文化』が根付いているのか？」。そんな疑問に対して、１年生
が総合的な学習の時間に探究を深めています。生徒たちは「う
どん文化」を軸として野田川の歴史や地域資源を深く探り、ふ
るさと与謝野町・ふるさと野田川への郷土愛を高めています。

● 江陽中学校 野田川地域に根付く「うどん」文化と郷土愛

居心地のよい学級づくりを基盤に、人とのつながりを大切にし
ています。異年齢でのなかよし班掃除、チーム遊びもその一つ
です。全校 SST（ソーシャルスキルトレーニング）を継続し、
言葉をとおして思いを伝え合い、受け止め合うことができる児
童を育てています。また、教科担任制を生かした指導を取り入
れ、児童の学びが広がり深まるよう研究を進めています。

● 加悦小学校 仲間と学び合い、自らの学びに生かす児童をめざして

３年生の総合的な学習の時間に、「ふるさとの未来」について
考える取り組みを行っています。修学旅行先では、与謝野町の
知名度などを知るアンケートを行い、協力していただいた方に
は自分たちで作った「組

くみひも

紐」をプレゼント。これらの調査結果
を踏まえ、文化祭では与謝野町を活性化させるための起業案に
ついて、各学級代表よりプレゼンテーションを行いました。３
学期には首長対談を行い、自分たちが考案した起業案を与謝野
町長・宮津市長に発表し、その実現性や意見を伺い「ふるさと
の未来」について考える機会をもちました。

● 橋立中学校 心のふるさと学～総合的な学習の時間【ふるさと発信の取り組み】

与謝野町の教育

世界中の国や地域で、自らの責務を果たすことができ、自信と思いやりにあふれ、
創造的に未来を開拓する精神をもつ人間を育む。

● 与謝野町教育大綱における教育理念（人間像）
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2 園小中連携の取り組みについて

　与謝野町では、子どもたちがふるさとに誇り与謝野町では、子どもたちがふるさとに誇り
と愛着をもち、地域のために考え行動しようとと愛着をもち、地域のために考え行動しようと
する意欲が高められるよう、地域の教材から学する意欲が高められるよう、地域の教材から学
ぶ「ふるさと学習」を進めています。「総合的ぶ「ふるさと学習」を進めています。「総合的
な学習の時間」や「社会科」の学習では、一人な学習の時間」や「社会科」の学習では、一人
ひとりの生活の舞台であるふるさとが、多くのひとりの生活の舞台であるふるさとが、多くの
自然や文化、人材などに恵まれていることに気自然や文化、人材などに恵まれていることに気
付かせ、直接触れ合ったり体験的に学んだりす付かせ、直接触れ合ったり体験的に学んだりす
ることを大切にしています。さらに、ふるさとることを大切にしています。さらに、ふるさと
を多面的に捉え、郷土が抱える課題や未来に向を多面的に捉え、郷土が抱える課題や未来に向
けて自分たちができることなど、課題を明確にけて自分たちができることなど、課題を明確に
して学習に取り組むことにより、よりよく問題して学習に取り組むことにより、よりよく問題
を解決する力や学んだ知識や技能を学習や生活を解決する力や学んだ知識や技能を学習や生活
のさまざまな場面で生かしていく力を、それぞのさまざまな場面で生かしていく力を、それぞ

れの発達段階に合わせて伸ばしています。れの発達段階に合わせて伸ばしています。
　令和５年４月に行われた全国学力・学習状況　令和５年４月に行われた全国学力・学習状況
調査において質問調査の「地域の行事に参加し調査において質問調査の「地域の行事に参加し
ているか」という問いで、「している」というているか」という問いで、「している」という
回答が小・中学校とも全国平均を大きく上回り回答が小・中学校とも全国平均を大きく上回り
ました。子どもたちが地域とつながっているとました。子どもたちが地域とつながっていると
いう意識を強くもっているよさを生かし、さらいう意識を強くもっているよさを生かし、さら
に地域に根差した教材の開発や課題解決型の学に地域に根差した教材の開発や課題解決型の学
習の充実を進めていきます。習の充実を進めていきます。
　今後とも、学校と地域が連携・協働しながら　今後とも、学校と地域が連携・協働しながら
与謝野町の未来を担う子どもたち与謝野町の未来を担う子どもたち
の豊かな成長を実現できる「地域の豊かな成長を実現できる「地域
とともにある学校」づくりをめざとともにある学校」づくりをめざ
します。します。

【特集】令和６年度与謝野町の教育

● 岩滝小学校 意欲を高め、自分の考えや思いを伝え合い、学び合おうとする児童の育成

令和４年度に引き続き算数科を重点教科として、子どもたちが自分の考
えや思いを伝え合い、学び合う楽しさを感じながら課題解決していく授
業の研究を進めています。学習の土台となる学びに向かう力を付けたり、
児童同士のつながりを育んだりする学級集団づくりについても大切にし
ています。児童が学習課題を自分ごととして捉え、互いに自分の意見や
考えを相手に伝わるように表現できる力の育成をめざしています。

授業の中で、ペアやグループでの話し合いの場を積極的に取り
入れ、お互いの考えを交流する活動を大切にしています。そし
て、学習課題に対して、自分で考えて、書いて、話す活動をと
おして、「主体的に」「自分から」「自分で」できる児童の育成
をめざしています。子どもたちは安心して自分の考えや思いを
出し合い、話すこと、学ぶことを楽しんでいます。

● 石川小学校 自分の考えをもち、主体的に学びに向かう子どもの育成

● 山田小学校 にこにこ集会

委員会活動の取り組みの一つとして、「にこにこ集会」を月に一度行っ
ています。保健体育委員会は「健康フェスティバル」、図書委員会は「み
んなの 100 階だての家」、放送委員会は「山田小のいいところ紹介と学
年クイズ」、給食委員会は「食べ物に関するすごろく」など、どの委員
会も趣向を凝らした内容で、子どもたちが楽しくコミュニケーションを
とることができ、つながりが深まる取り組みになっています。

児童会や委員会活動の中で、子どもたちの「つながり」を意識
した遊びや取り組みを自分たちで企画・運営しています。授業
では「子ども主語」を合い言葉に、主体的に学びを深める授業
を重点的に取り組んでいるところです。自分の気持ちを表現し
たり、相手に伝わるように言葉にしたりできるような力としな
やかで折れないたくましい心を育てていきます。

● 市場小学校 つながりを深め、主体的に学び、たくましく生きる子どもたちを

健康で安全な生活に目を向け、振り返りや気づきを生かして課題を発見
することを大切にしています。また、課題解決に向けての具体的な行動
について、友達との対話をとおして「意思決定」し、解決に向けて継続
的に取り組めるよう意識を高めています。週１回の「みごちっこタイム」
では、手洗いチャレンジや熱中症予防チャレンジなど、心身の健康の保
持増進や安全安心な生活を送るための実践を重ねています。

● 三河内小学校 気づきを行動につなげ、生き生きと学び続けるみごちっこ

157 人の園児がかかわりあいながら、のびのびと遊んでいます。保育
教諭は園児一人ひとりのありのままの姿を受け止めることや、優しく温
かくかかわることを重点に置き、子どもと一緒に遊び楽しさや喜び、悔
しさ、驚きなどを共有することを大切にしています。心が動かされるよ
うな環境構成の工夫、自然豊かな地域での体験活動の中で０歳児～５歳
児までが共に育ち合い、笑顔あふれるつばきこども園をめざしています。

● つばきこども園 いっぱい遊ぼう！　笑顔ひろがる　つばきっず

幼児期は、自分で興味や関心を持って頭も心も体も動かし、身近
な人や友達とかかわり夢中になって遊ぶことが大切です。子ども
たちは好きな遊びを楽しみながら、工夫したり試行錯誤したり、
新たな発見をしたりします。それらはすべて学びにつながる体験
です。園では心動かされる環境をとおして、豊かな遊びと豊かな
学びを大切に、子どもの主体性を大切にする保育を心がけます。

● のだがわこども園 心動かされる環境の中でいっぱい遊ぶ子どもをめざして

自分の興味のあることを知りたい、見たい、伝えたいという思いから、
異年齢とのかかわりをたくさんもてるようにしています。異年齢でのか
かわりの中で自然と声をかけたり気が付いてあげられたりする優しい姿
を大切にし、一人ひとりを認めることで、子どもたちの心の安定や自信
へとつながっています。また、異年齢のかかわりが刺激となり、いろい
ろなことに挑戦や応援する姿も見られ、お互いに育ち合っています。

● かえでこども園 異年齢でのかかわりから互いに育ち合う子どもをめざして
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1 子どもたちが健やかに育ち、
学び続ける地域社会をめざします ● 社会教育課 ☎ 43-9026

１）

２）

３）

青少年育成会の活動や、公民館での活動をとおし、学校教育
と連携しながら、子どもたちの健全育成に努めます。
　● 青少年育成会での活動（子ども発表会　など）
　● 公民館における青少年健全育成の取り組み
子どもたちにさまざまな体験活動の場を提供するとともに、
学習活動への支援を行います。
　● 放課後学習支援事業、イングリッシュキャンプ　など
地域の方などによる学校活動への支援を応援します。
　● 高校魅力化推進事業の取り組み
　● コミュニティ・スクールの取り組み
　● 地域学校協働活動事業の取り組み

3 スポーツを通した成長を応援します

１）１） 町民一人ひとりが年齢や適性に応じて生町民一人ひとりが年齢や適性に応じて生
涯に渡ってスポーツに親しめる環境整備涯に渡ってスポーツに親しめる環境整備
に取り組み、健康で生き生きとした生活に取り組み、健康で生き生きとした生活
を送ることができる充実した生涯スポーを送ることができる充実した生涯スポー
ツ社会の実現に努めます。ツ社会の実現に努めます。

２） あらゆる方々がスポーツをとおして、心身の健康、町内外の交流、競技力の向上が図れる
ように、さまざまな事業に取り組みます。

● 総合型地域スポーツクラブへの支援
● 障害者スポーツへの支援
● 町民へのスポーツ指導、研修会の開催

● スポーツ協会およびジュニアスポーツ連絡協議会
● いきいきウォーキングの実施　など

３） 関係団体と連携しながらスポーツ事業の推進に
取り組みます。

● よさの大江山登山マラソン大会
● 与謝野町駅伝競走大会
● 各種スポーツ大会　など

多
く
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ー
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登
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重要伝統的建造物群保存地区の修理・修景補助事業

4 文化財の調査・研究、保存、活用をします

１） 多様な分野の文化財の調査・研究を行い、新たな知見で地域の歴史文化をひも解きます。

● 遺跡調査
● 民俗調査

● 文献資料調査
● 建物調査

● 伝承伝説調査
● 美術工芸品調査 など

２） 文化財的な価値の高いものは後世に受け継ぐため、文化財指定などを進め保存します。

３） 歴史的建物や史跡など文化財を整備活用し、地域の歴史文化を学ぶ機会を提供します。

● 与謝野町加悦伝統的建造物群保存地区（加悦：国選定重伝建、通称「ちりめん街道」）
● 地蔵山遺跡（幾地：京都府指定史跡）　　　　　● 情報発信や学習会　など

４） 文化財の保存・活用の指針「与謝野町文化財保存活用地域計画」を推進します。

「滝のツバキ」の樹勢回復事業

上／親子でカローリング
下／町長との対話授業

2 さまざまな「まなび」や文化活動を進めます

１）

２）

３）

４）

誰にとっても身近で大切な「人権」について学習を深めていきます。
　● 人権問題を考える集いの開催　
　● 標語、ポスター、作文の募集　
　● 公民館における人権講座の開催　など
図書資料のさらなる充実をめざすとともに、絵本の読み聞か
せやブックスタートなど、本に親しむ活動にも取り組みます。
　● 絵本の読み聞かせの実施　　　● 図書資料の充実
　● 北部７市町連携により図書館利用カードの発行範囲を拡大　など

本を通して心を豊かに（七夕お話し会）

生涯のさまざまな場面における学習を支援するとともに、文化の薫りあふれる町をめざし
ます。
　● 公民館活動の推進　　　　　● 文化協会への支援、音楽祭などの開催
　● 生涯学習講座の開催　　　　● 高齢者、障害者教育の充実　など
地域ゆかりの与謝蕪村や与謝野鉄幹・晶子への理解を深め、郷土への誇りを醸成します。
　● 蕪村顕彰全国俳句大会の開催　　　　　● 令和の Buson 俳句大賞の開催
　● 小中高などでの俳句教室の開催　　　　● 江山文庫の運営　など

さまざまな視点で人権を学ぶ
（人権講演会）

以前に戻りつつある公民館活動 
（加悦地域公民館木工教室）

俳句に親しむ機会を 
（江山文庫句会体験）

【特集】令和６年度与謝野町の教育【特集】令和６年度与謝野町の教育
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功績・功労をたたえて

● 2023 年度 丹後産コシヒカリおいしいお米コンテスト

伊
だ て

達 正
ま さ の ぶ

将さん 小
お

谷
だ に

 安
や す ひ ろ

博さん西
に し は ら

原 正
ま さ

樹
き

さん 株式会社 A
ア グ リ ス ト

GRIST さん

丹 後産コシヒカリの品質向上に取り組む丹後米改
良協会による「2023 年度丹後産コシヒカリお

いしいお米コンテスト」が開催され、「外観・食味審
査の部」で伊達正将さん（石川）が最優秀賞、西原正
樹さん（与謝）が優秀賞、株式会社 AGRIST（石川）
さんが努力賞を、「圃

ほ

場審査の部」で小谷安博さん ( 後
野）が最優秀賞を受賞されました。
　この賞は、丹後地域でコシヒカリの良食味栽培に取
り組む農家を対象に、「圃場審査」「外観審査」「食味
審査」を実施し、総合で優秀な生産者に賞を贈るもの
です。皆さまの今後のますますのご活躍を期待します。

左から、株式会 AGRIST 代表取締役の太
おお

田
た

桂
けい

史
し

さん、伊達
正将さん、丹後米改良協会会長の𫞋

もみ
木
き

 誠
まこと

さん、西原正樹さん、
小谷安博さん

令和５年度令和５年度
京都府スポーツ賞京都府スポーツ賞 与謝野町から５人が受賞 !!

京 都府では、スポーツの
普及振興および競技力

の向上を図るため、優秀な成
績を収めた方や団体などを

「京都府スポーツ賞」として
表彰しています。
　令和５年度は府内の 242
人の個人および 68 団体が受
賞。与謝野町からは、中学生・
高校生・社会人の５人の方が
受賞されました。受賞されま
した皆さん、まことにおめで
とうございます。

● 優秀賞（個人／社会人）

柏
か し わ ぎ

木 麻
ま き

希さん（ウエイトリフティング）

● 優秀賞（個人／高校生）

長
な が し ま

島 和
わ

奏
か な

さん（宮津天橋高校加悦谷学舎３年／ウエイトリフティング）

小
お だ

田 朔
さ く

至
と

さん（綾部高校２年／カヌー）

下
し も む ら

村 愛
あ い

里
り

さん（宮津天橋高校加悦谷学舎３年／ウエイトリフティング）

● 未来くん賞（個人／中学生）

長
な が し ま

島 広
こ う め い

明さん（江陽中学校３年／ウエイトリフティング）

※ 高校生および中学生の学年は、令和６年３月末現在のものです

― 世界・全国で活躍するアスリートたち ―

渡 邉貫治さん（岩滝）
は、 平 成 15 年 ４

月から岩滝町議会議員と
して、また合併後に平
成 26 年４月から与謝野
町議会議員として、通算
12 年以上の長きにわた

● 与謝野町自治功労者表彰

渡
わ た な べ

邉 貫
か ん

治
じ

さん

● 令和５年度「京の老舗」表彰

与謝娘酒造合名会社さん

京 都府内において同
一業種で 100 年以

上にわたり堅実に家業の
理念を守り、伝統の技術
と商法を継承し、他の企
業の模範となってきた企
業を表彰する「京の老

舗」。今年度、与謝野町内から与謝娘酒造合名
会社さん（与謝）が受賞されました。
　同社は明治 20（1887）年の創業以来、裏山
から自然ろ過された清水を仕込み水に使用する
など、代々受け継がれた酒造りをされています。
６代目で代表社員兼杜

とう

氏
じ

の西
にしはら

原司
し

朗
ろう

さんは、「こ
の与謝の土地で約 140 年もの間、お酒を造っ
てきました。これからも地元のお米を使って地
道にお酒を造り続けたい」と抱負を話してくれ
ました。なお、町内の受賞は同社の受賞で 43
企業目となりました。

－ 与謝野町から２年連続で最優秀賞を獲得！ －

り町議会議員としてお努めになり、町政と自治
振興の発展に多大な貢献を果たされましたとと
もに、現在も与謝野町議会議員としてご活躍さ
れておられます。
　この功績をたたえ、３月 13 日、与謝野町役
場加悦庁舎の議場におい
て、山

やまぞえ

添町長から与謝野
町自治功労者表彰が授与
されました。長年のご尽
力に対し、心より感謝申
し上げます。

● 令和５年度 大気・水・土壌環境保全活動功労者表彰（環境省）

宮津天橋高等学校 フィールド探究部

大 気・水・土壌環境の保全に係る分野にお
いて調査、普及啓発活動、研究開発など

を通じて、顕著な功績のあった団体および個
人を表彰する「令和５年度 大気・水・土壌環
境保全活動功労者表彰」を、宮津天橋高等学校
フィールド探究部が受賞いたしました。

　３月 12 日、同校宮津学舎で伝達式が行わ
れ、京都府丹後広域振興局の平

ひら

井
い

公
きみひこ

彦局長から
表彰状が渡されると、同部を代表して堀

ほりぐち

口大
だい

翔
と

さん（３年）が「このような賞を受賞できたの
は、活動を引っ張ってくれた先輩方、支えてく
れた地域の方々のお陰です。今後も環境のこと

を考えながら活動していきま
す」とお礼を述べました。
　同部は、大手川（宮津市）
の環境保全活動を行っており、
川の生物相の経年変化や流域
住民の意識調査をもとに「大
手川河川激甚

じん

災害対策特別緊
急事業」による河川改修が与
えた影響を評価し、砂の堆積
による環境の変化や川への関
わりの減少といった課題を明
らかにしたことなどの功績が
認められ、受賞にいたりまし
た。この度の受賞、まことに
おめでとうございます。宮津天橋高等学校フィールド探究部の皆さんと平井局長（前列中央）

99　　　　　　広報よさの APRIL 2024広報よさの APRIL 2024 88広報よさのNo.218広報よさのNo.218



まちの 話題話題 お届けします

● ちりめん街道 ひなめぐり
家々のおひな様を楽しむ

旧加悦町役場庁舎のおひな様を眺める来場者

　重要伝統的建造物群保存地区「ちり
めん街道」一帯において、毎年恒例の

「ちりめん街道 ひなめぐり」が開催されました。
　おひな様展示には、旧尾藤家住宅を含む 15
軒が参加。家々で受け継がれてきたおひな様が
展示され、訪れた方たちは足を止め写真に収め
ていました。また、３月２日・３日は、手作り
の小物販売などが出店する「街道市」が行われ、

「まち並みとおひな様、飲食も楽しめた」と話
すなど、家族連れなどでにぎわいました。

23
2

3
3

● 「細井和喜蔵ものがたり」制作発表会
町の歴史を残す紙芝居動画が完成

発表会には 130 人を超える来場者がありました

　読み聞かせボランティアグループ
「マザーグースの会」主催の、与謝野

町出身の作家細
ほそ

井
い

和
わ き

喜蔵
ぞう

の生涯をたどった紙芝
居動画「細井和喜蔵ものがたり」の制作発表が、
野田川わーくぱるで開催されました。
　細井和喜蔵は、大正時代の紡績工場で働く女
工たちの過酷な労働の様子を綴った小説「女工
哀史」の作者。同会は、与謝野町出身でありな
がらあまり知られていないことを残念に思い、
出版物や発掘された手記などをもとに、８年も
の歳月をかけ紙芝居動画を制作。冒頭に同会代
表の新

に っ た

田雪
ゆき

江
え

さんは「多くの人に細井和喜蔵の
生涯に触れてもらい、次世代に継承していくた
めのツールとなることを願っています」とあい
さつ。

9
3

「細井和喜蔵ものがたり」の制作に携わった臼
うす

井
い

さん（左）、
藤
ふじわら

原さん（中央）、新田さん（右）

　「丹後編」「大阪編」「東京編」の３部で構成
される作品が上映されると、来場者たちは真剣
な眼差しで見入っていました。上映が終わると
大きな拍手が沸き起こり、「与謝野町にこんな
偉大な方がおられたことを誇りに思いました」

「すばらしい作品だった。子どもたちへの与謝
野町の財産となりえる作品だと思います」など
と感想が聞かれました。

● みらいふまつり - 与謝野町の環境未来 2024 -
さまざまな視点でエコを考える

約 800 人の来場があり会場は大にぎわい

　与謝野町の環境保全や地球温暖化防
止対策の一環として、一緒に楽しく交

流しながら環境を考える啓発イベント「みらい
ふまつり ― 与謝野町の環境未来 2024 ―」が、
野田川わーくぱるで開催されました。
　会場は、エコ遊びや地球温暖化に関する講演・
環境クイズ、こども服などの交換会、各種ブー
スの出展、キッズダンス、キッチンカーなどで
にぎわいました。家族連れが多く、楽しみなが
ら環境問題を考える機会となりました。　

旧尾藤家住宅

国
重
要
文
化
財
指
定
記
念
事
業
の
お
知
ら
せ

国
重
要
文
化
財
指
定
記
念
事
業
の
お
知
ら
せ

● 

会
場

旧
尾
藤
家
住
宅

● 

内
容

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
音
楽
会 

な
ど

● 

日
程

４
月
20
日 

㈯

問　
社
会
教
育
課 

☎
４
３・９
０
２
６

● 桑飼小学校閉校記念碑除幕式
約 260 人の支援を受けて完成

設置された記念碑を写真におさめる参加者たち

　旧桑飼小学校の跡地に移転した「特
別養護老人ホーム 与謝の園」の新築工

事にあわせ、同校にゆかりのあるものを一堂に
集めて整備した「桑飼日吉ヶ丘公園」の開園と

「桑飼小学校閉校記念碑」の完成を祝い、約 50
人の参加者のもと式典が行われました。
　これらの整備は、卒業生など約 260 人の方々
からの支援により実現。記念碑を眺めながら母
校を懐かしむ様子や、久しぶりの再会で思い出
話に盛り上がる参加者らの姿が見られました。

17
3

● 与謝野町立小・中学校卒業証書授与式
約 340 人の児童・生徒が卒業

着物や羽織袴、スーツ姿で歌をうたう卒業生たち

　３月 15 日に与謝野町内の３中学校、21 日
には６小学校において卒業証書授与式が行わ
れ、約 340 人の児童・生徒が卒業の日を迎え
ました。
　加悦小学校では、41 人の児童が卒業。卒業
生たちは少し緊張した面持ちを見せながら、
小
お ば せ

長谷校長から卒業証書を受け取っていまし
た。その後、お別れの言葉や合唱などが行われ、
保護者や在校生らの拍手を背に受けながら、慣
れ親しんだ小学校を巣立ちました。

Event Information
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宮津与謝環境組合
News

津与謝環境組合は、１市２町（宮津市、伊
根町、与謝野町）から排出されるごみを「宮

津与謝クリーンセンター」で、できる限りの資源化
と減量化を図りながら処理を行っていき、今後も安
定したごみ処理を継続していきます。
　２月 19 日に「令和６年第１回宮津与謝環境組合
議会」を開催し、提出した３議案が同意、可決され
ましたのでお知らせします。宮津与謝クリーンセンター（同組合ホームページより）

宮

提出議案の同意・可決状況

●

●

●

公平委員会委員の選任について …【同意】
令和５年度宮津与謝環境組合一般会計補正
予算（第１号）について …【可決】
令和６年度宮津与謝環境組合一般会計予算
について …【可決】

令和５年度一般会計補正予算額

令和６年度一般会計予算額および内訳

【歳入・歳出総額】 5億9,530万円

歳
出

項　目 金　額

議会費 17 万円
総務費 4,269 万円
衛生費 ５億 4,923 万円
公債費 20 万円
予備費 300 万円

※ 千円未満を切り捨てしているため、各項目の合計が
一致しない場合があります

歳
入

項　目 金　額

分担金および負担金 ４億 9,630 万円
使用料および手数料 1,800 万円

繰越金 100 万円
諸収入 8,000 万円

歳 入

伊根町分担金伊根町分担金
2,4262,426 万円万円

宮津市分担金宮津市分担金
２２億億 4,2354,235 万円万円

与謝野町分担金与謝野町分担金
２２億億 2,9682,968 万円万円

諸収入諸収入
8,0008,000 万円万円

使用料および手数料使用料および手数料
1,8001,800 万円万円

繰越金繰越金
100100 万円万円

歳 出

環
境
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

議会費議会費
1717 万円万円

衛生費衛生費
５５億億 4,9234,923 万円万円

予備費予備費
300300 万円万円

総務費総務費
4,2694,269 万円万円

公債費公債費
2020 万円万円

宮津与謝環境組合 ☎ 46-2111問い合わせ先

２月議会の
結 果 報 告安定したごみ処理へ安定したごみ処理へ

● 歳入 単位：千円

分担金および
負担金

444,219
（△ 22,680）

繰越金 26,381
（22,681）

合　計 565,903
（１）

● 歳出 単位：千円

予備費 3,001
（１）

合　計 565,903
（１）

※ （　）は補正した額

　

充
電
式
の
小
型
家
電
製
品
に

入
っ
て
い
る
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
」
は
、「
取
り
外
し
て
有
害・

危
険
ご
み
」
に
分
別
、
ま
た
、
電

池
を
取
り
外
し
た
小
型
家
電
製
品

は
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
に
分
別
し

て
ご
み
収
集
に
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
る
宮
津

与
謝
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

小
型
家
電
製
品
に
入
っ
て
い
る
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
原
因
の
発

火
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
製
品
本
体
と
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
が
一
体
化
し
て
取
り
外
し

が
で
き
な
い
製
品
は
、「
燃
や
さ

な
い
ご
み
で
は
な
く
、
有
害
・
危

険
ご
み
に
分
別
」
し
て
、
ご
み
収

集
に
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト
、

携
帯
電
話
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
、
ゲ
ー
ム
機
、
電
気
シ
ェ
ー

バ
ー
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
、
ハ
ン

デ
ィ
ー
フ
ァ
ン
、
電
子
た
ば
こ
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
フ
ォ
ン
、
充
電

式
掃
除
機　
な
ど

主
な
充
電
式
小
型
家
電
製
品

燃やさないごみ

リチウムイオン電池が一体
化して電池が取り外せない
電動歯ブラシなどの小型家
電製品は、有害・危険ゴミで出してください。

有害・危険ごみ

リチウムイオン電池
その他の充電池

乾電池など

※ 電池は、セロハンテープなどで絶縁して分別

問　農林環境課 ☎ 43-9023

充電式小型家電製品の
分別収集にご協力ください

電池が取り外せない製品は、
そのまま「有害・危険ごみ」へ～ ～
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与謝野町公式
災害時など緊急時に直接情報をお届けします

1,600 人を超える方に友だち追加いただいている「与謝野町公式 L
ラ イ ン

INE アカウン
ト」。今後も公式 LINE をとおして町政情報やイベントなどの情報を発信してい
きますので、皆さんの「友だち追加」をお待ちしています。

LINELINE

与謝野町公式LINEアカウントの「友だち登録」は、次の２のステップで！

必ず「受信設定」で欲しい情報を設定してください

受信設定することで、欲しい情報だけを LINE で受け取ることが
できます。各リッチメニューにある「受信設定」から設定でき、「ご
み収集日」や「子育て情報」専用の受信設定もあります。
※ 緊急時の防災情報などは、受信設定にかかわらず配信する場
合があります

受信設定をタップ

Point
1

Point
2 ごみの分別方法が

調べられる
「メッセージ入力（①）」欄にご
みの名称を入力すると、自動で
分別方法を応答します。

※ 登録していないごみ、キーワード
に合致しない場合は、分別方法の応答
ができません

①

Point
3 欲しい情報に応じた

３つのリッチメニュー
「基本設定／①」「子育て世代向け／②」「事
業者向け／③」の欲しい情報によって、メ
ニューデザインが３つに変わります。
① 「暮らし」「防災・危機管理」「広報 PR」
② 「暮らし」「子育て」「防災・危機管理」
③ 「暮らし」「事業者向け」「広報 PR」

リッチメニュー

お住いの地区を登録いただくと、収集日の前日
または当日に通知が届きます。

ごみ収集日のお知らせ

問い合わせ先 ／ 総務課  ☎ 43-9010

二次元コードで登録

右の二次元コードを読み

取り、「追加」ボタンを

タップして登録。

アプリ内の検索で登録

LINE アプリ内で「与謝野町」と
検索し、「与謝野町役場」を選び、

「追加」ボタンをタップして登録。

・・・・・・・・

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
（
令
和
４

年
６
月
８
日
成
立
）
に
よ
り
、
６

年
４
月
か
ら
各
自
治
体
に
設
置
が

努
力
義
務
化
さ
れ
る
「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
を
、
子
育
て
応
援

課
（
加
悦
庁
舎
）
内
に
設
置
し
ま

し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
す
べ
て
の
妊

産
婦
や
子
育
て
世
帯
、
こ
ど
も
を

対
象
に
、保
健
師
な
ど
が
行
う「
母

子
保
健
」、
こ
ど
も
家
庭
支
援
員

な
ど
が
行
う
「
児
童
福
祉
」
の
各

部
門
が
情
報
共
有
を
し
な
が
ら
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
一
体

的
な
相
談
や
支
援
を
行
う
機
関
で

す
。

《 

令
和
６
年
４
月 

》
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

一
体
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

出典／イラスト AC

● 

母
子
保
健
の
分
野

　
妊
娠
期
か
ら
出
産・育
児
ま
で
、

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
保

健
師
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
・

支
援
に
対
応
し
ま
す
。

《
支
援
内
容
》

・
妊
娠
、
出
産
に
関
す
る
こ
と

・
子
ど
も
の
健
診

・
子
ど
も
の
成
長
、
発
達
、
育
児

・
な
ど
子
育
て
の
こ
と　
な
ど

● 

児
童
福
祉
の
分
野

　
子
ど
も
と
そ
の
家
族
、
妊
産
婦

の
不
安
や
悩
み
ご
と
な
ど
の
個
別

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、

与
謝
野
町
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
子
ど
も
や
妊
産
婦
、
そ
の
家

族
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
に
生

活
で
き
る
よ
う
、
心
配
ご
と
や
困

り
ご
と
に
関
す
る
一
体
的
な
相
談

支
援
を
行
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

【シリーズ／子育てするならこのまちで － Vol.1】

相
談
に
対
応
し
ま
す
。

《
支
援
内
容
》

・
育
児
や
子
育
て
の
不
安
や
悩
み

・
親
子
や
き
ょ
う
だ
い
関
係
の
相
談

・
ひ
と
り
親
に
関
す
る
相
談

・
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
相
談

・
児
童
虐
待　
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

与
謝
野
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
子
育
て
応
援
課
内
／
加
悦
庁
舎
）

来
庁
・
電
話
・
訪
問
相
談

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※ 

土
日
お
よ
び
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く

「こども家庭センター」のイメージ

子育て世代包括
支援センター

妊娠期から子育て期
にわたる総合的相談
や支援を実施

子ども家庭
総合支援拠点

虐待や貧困などを抱
えた子どもや保護者
の支援を実施

こども家庭センター
すべての妊産婦と子ども、保護者を支援

統合
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　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

今も昔も人の心を引き付ける「桜」にまつわる本を紹介します。

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

さくらさく

　　　　●『人生は80歳からがお
もしろい』吉川幸枝／アスコム  
●『地球の歩き方ディズニーの世
界』地球の歩き方編集室／地球の

歩き方 ●『今日から楽しむ金育 新NISA編』塚
本俊太郎／NHK出版 ●『襷がけの二人』嶋津
輝／文藝春秋 
児童書 ●『ステーき』はらぺこめがね／小学館 

●『せがのびる』やぎゅうげんいちろう／福音
館書店 ●『まよなかのかいじゅう』阿部結／
徳間書店 ●『LaQプレミアム』世界文化ブッ
クス ●『ナナのおけいこ』ナナのおけいこ／
徳間書店 ●『ふでばこのくにの冒険』村上し
いこ／童心社

今月の
新着図書

『花見じゃそうべえ』
たじまゆきひこ／童心社

「じごくのそうべえ」か
ら７冊目になる最新刊。
軽業師のそうべえ、歯
ぬき師のしかい、いしゃ
のちくあんのいつもの
３人組が、春の花が咲
き始めた吉野のお山で
修 行 を 始 め る の で す

が・・・。型絵染という技法で描かれた独特な絵の美し
さと、軽快な関西弁の語り口で描かれた１冊。

『桜守のはなし』
佐野藤右衛門／講談社

「御室桜」で有名な京都・仁
和寺で、約 200 年にわたり
植木職人を務める 16 代目
佐
さ の

野藤
とう

右
う え

衛門
もん

さん。国内外
の桜の保護に努める「桜守」
としての仕事を写真で紹介
したこの本には、桜につい
て語っているはずが、その

「守
も

り」の仕方は、人間にも
通じる含蓄ある言葉が綴られています。

【住所や電話番号を変更したとき】
図書館にご連絡をお願いします

カラーイラストや写真をふんだんに使って、与謝蕪村
と松尾芭蕉の生涯と俳句をそれぞれ紹介しています。
小学生にもわかりやすく、大人にも読みごたえのある
２冊です。
※ 第 15 回与謝野町蕪村顕彰全国俳句大会に登壇
※ いただいた藤

ふじ

田
た

真
しんいち

一氏の監修です

俳句 の本が入りました！

ビジュアルでつかむ！
俳句の偉人たち　与謝蕪村

ビジュアルでつかむ！
俳句の偉人たち　松尾芭蕉

図書館で初めて本を借りる
ときには、「利用登録」が必
要です。身分証明書（マイ
ナンバーカード、運転免許

証、健康保険証など）をお持ちのうえ、図書館まで
申し込みください。
※ 中学生以下の方は保護者の承諾が必要です
※ 利用者カードを紛失した場合には、150 円の再発行料が
※ かかりますのでご注意ください。

一般書

　町民の皆さまには、日ごろより消防団活動に対しまして、格別のご理解
とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　さて、４月から新体制となり、心新たに団活動を行ってまいります。「火
災ゼロの町・与謝野町」をめざし、「火事を出さない、出させない」をスロー
ガンに、徹底した予防活動と火災に備えて消防力の一層の充実を図るとと
もに、災害時における救助や水防活動など、皆さまの安心・安全を守るた
めの一役を担ってまいりたいと考えております。
　皆さまの期待と信頼に応え、「自分たちの町は、自分たちで守る」という
使命感のもと、団員一丸となり大切な生命と財産を守るべく、微力ながら懸命の努力を傾注する覚悟
であります。皆さまのご支援とご協力を心からお願い申し上げます。

新体制がスタート火災ゼロの町
与謝野町をめざして

第１分団長

田
た

中
なか

 貴
たか

雄
お

第２分団長

松
まつ

井
い

 陽
よういち

一
第３分団長

山
やまざき

﨑 政
まさ

樹
き

本部付分団長（本部長）

井
いのうえ

上 毅
つよし

第６分団長

白
しら

数
す

 裕
ゆう

也
や

第８分団長

大
おおうち

内 浩
ひろ

史
ふみ

第９分団長

渡
わたなべ

邉 稔
としゆき

之
第 10 分団長

井
い

﨑
ざき

 崇
たかし

第５分団長

伊
だ て

達 豊
ゆたか

第４分団長

上
うえやま

山 利
としあき

明

本部付分団長（副本部長）

山
やまぞえ

添 宏
ひろあき

明

本部付分団長（予防）

市
いち

田
だ

 雅
まさ

哉
や

本部付分団長（予防）

足
あ

立
だち

 正
まさゆき

行
本部付分団長（警防）

和
わ だ

田 元
げん

治
じ

本部付分団長（警防）

高
たかはし

橋 康
こう

司
じ

本部付分団長（警防）

大
おおがみ

上 雄
ゆういち

一
本部付分団長（警防）

渡
わたなべ

邉 三
み き お

紀夫
本部付分団長（副本部長）

谷
たにがき

垣 吉
よしのぶ

信

副団長（筆頭警防担当）

小
こ

室
むろ

 滋
しげ

巳
み

副団長（警防担当）

糸
いと

井
い

 宏
こうすけ

輔
副団長（予防担当）

野
の

村
むら

 哲
てつ

也
や

与謝野町消防団長

足
あ

立
だ ち

 徹
て つ

生
お

本 部
消防団

分 団
消防団

皆
さ
ん
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
も

消
防
団
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
！

第７分団長の
安
やす

田
だ

善
よしのり

則さん
は、ご本人の
希望により写
真を掲載して
いません

がんばってます！消防団 編集 ● 本部
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もも上げ
No.6

無理をせず痛みのない範囲で、少しずつ休みながら行う。
運動時は息を⽌めずに自然な呼吸を心がける。
体調の悪いときは決して無理をせずに休む。
椅子や机を使用するときは安定したものを使い、パイプ椅子や
キャスター付きの椅子など、軽いものや動くものは使用しない。

●
●
●
●

運動の注意点

背中をなるべく伸ばして
前屈みにならないように注意︕

ひざを曲げたまま太ももを体に
引きつけるように持ち上げる
反対側も同様に行う

①

②

手順（左右 40 回×２回）

問　保健課 ☎ 43-9022

つま先を引き上げておくと、より効果的です。

川
区
に
は
多
く
の
古
絵
図

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
江
戸
時
代
後
期
の
天
保
12

（
１
８
４
１
）
年
に
作
成
さ
れ
た
大

き
な
絵
図
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
絵
図

に
は
家
並
み
・
社
寺
・
有
用
樹
木
な

ど
が
と
て
も
詳
細
に
描
か
れ
て
お

り
、
具
体
的
な
情
報
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
道
」
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
不

自
然
に
ク
ラ
ン
ク
状
に
屈
曲
し
た
部

分
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
こ

の
ク
ラ
ン
ク
の
謎
解
き
は
、
江
戸
時

時の贈り物［第 131 回　古絵図に見る戦国城下の足跡１「石川村絵図」 ]	

石

代
前
の
戦
国
時
代
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
背
後
の
山
中
に
は
石
川
城

と
い
う
戦
国
時
代
の
大
き
な
山
城
跡

が
あ
り
、
こ
の
ク
ラ
ン
ク
は
城
下
の

防
衛
の
た
め
に
、
故
意
に
道
を
屈
曲

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

の
で
す
。
今
の
道
路
を
観
察
す
る

と
、
ち
ょ
う
ど
西
禅
寺
の
下
の
道
路

が
不
整
形
に
幅
が
広
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
こ
の
ク
ラ
ン
ク
の
名な

残ご
り

な
の
で
す
。
意
外
な
と
こ
ろ
に
戦

国
時
代
の
城
下
の
足
跡
が
あ
る
も
の

で
す
。　
　
　
　
（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

今の道路に見る戦国時代の名残

A LT リレーコラム 	　［第 138 回　「雪」について　by ヴィクサー・ダーク・ジェイコブス］　COLUMN

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
加

悦
中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ダ
ー

ク
で
す
。
４
月
と
な
り
春
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
日
本
の
春
は
過
ご
し
や

す
い
気
候
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の

美
し
い
花
が
咲
き
、
と
て
も
す
ば
ら

し
い
季
節
な
の
で
今
年
も
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
冬
は

「
雪
」
に
つ
い
て
印
象
深
い
出
来
事

が
あ
っ
た
の
で
、
話
し
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
以
前
、学
校
で
子
ど
も
た
ち
に「
雪

が
好
き
か
？
」
と
尋
ね
た
こ
と
が
あ

り
、
約
３
割
の
子
ど
も
た
ち
は
「
雪

が
好
き
で
は
な
い
」
と
答
え
、
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の

母
国
で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
雪

は
と
て
も
貴
重
で
す
ば
ら
し
い
も
の

で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
大
好
き

だ
か
ら
で
す
。
南
ア
フ
リ
カ
で
は
雪

が
降
る
地
域
は
極
一
部
で
あ
り
、
毎

年
冬
に
な
る
と
美
し
い
雪
を
見
る
た

め
に
国
中
か
ら
雪
の
降
る
地
域
に
つ

め
か
け
ま
す
。
こ
の
際
、
大
渋
滞
が

起
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
美
し
く
神

秘
的
な
雪
を
見
た
い
の
で
す
。

　
私
の
母
校
の
近
く
に
も
雪
が
降
る

高
山
（
標
高
２
０
７
７
ｍ
）
が
あ

り
、
山
が
雪
化
粧
し
た
姿
を
校
舎
か

ら
眺
め
て
は
、
友
人
と
ま
だ
触
れ
た

こ
と
が
な
い
雪
に
つ
い
て
熱
く
語
り

合
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
父
は
し
つ

こ
く
雪
が
見
た
い
と
せ
が
む
私
と
妹

の
熱
意
に
負
け
、
高
山
へ
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
道
中
、
畳
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
の
雪
の
塊
を
見
つ
け

た
と
き
、
私
と
妹
は
と
て
も
興
奮

し
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
、
小
さ
な
雪
だ

る
ま
を
作
っ
て
車
の
中
に
持
ち
込
み

ま
し
た
。
一
面
雪
で
覆
わ
れ
た
場
所

に
着
い
た
際
に
は
、
天
国
に
来
た
の

皆

In South Africa it mostly snows on certain 
mountains and some towns. Whenever a heavy 
snowfall happens people flock from everywhere 
to have their day building snowmen and having 
snowball fights. It only lasts for a few days so 
it usually gets quite crowded. The traffic is nigh 
unbearable but the pure magic of the snow 
ensures a steady stream of people looking for 
their bit of Christmas in July. 

● 原文を公開

教
室
の
窓
か
ら
見
え
る
美
し
い
雪
は
い
つ
も

憧
れ
で
し
た

か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
雪
は
、
南

半
球
に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
特

別
な
存
在
な
の
で
す
。

　
今
回
の
冬
は
、
雪
の
降
る
回
数
こ

そ
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
今
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
雪
が

降
り
ま
し
た
。
朝
、
雪
か
き
を
し
て

出
勤
し
、
帰
る
と
き
に
も
雪
か
き
、

帰
宅
し
て
か
ら
も
雪
か
き
―
―
。
一

日
を
終
え
た
こ
ろ
に
は
全
身
筋
肉
痛

に
な
り
、
雪
の
イ
メ
ー
ジ
は
一
転
し

て
悪
印
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
が
約
３
割
の
子
ど
も
た
ち
が
「
雪

は
好
き
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
た

こ
と
か
と
納
得
も
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
雪
を
経
験
し
、
雪
へ
の

イ
メ
ー
ジ
が
多
少
変
わ
り
ま
し
た

が
、
美
し
い
雪
景
色
を
見
る
こ
と
に

関
し
て
は
依
然
と
し
て
楽
し
み
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
雪
化
粧
を
見
る
こ

と
を
冬
の
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
す
す
め
の
雪
化

粧
が
見
ら
れ
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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役
場
組
織
・
業
務
の
案
内

役
場
組
織
・
業
務
の
案
内

令和 6 年度

令
和
６
年
度
の
役
場
組
織
・
業
務
案
内
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
役
場
組
織
・
業
務
案
内
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
業
務
の
詳
細
は
、
担
当
課
（
局・室
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
業
務
の
詳
細
は
、
担
当
課
（
局・室
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本庁舎

町　　　長

副　町　長

野田川庁舎

選挙管理委員会固定資産評価審査委員会公平委員会

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
埋
葬
・
火
葬
許
可
、
税
諸
証
明
、
他

課
業
務
（
福
祉
・
保
健
・
子
育
て
な
ど
）
の
一
部
な 
ど

住
民
税
務
課 

住
民
係

☎
４
３・９
０
２
０

事
業
計
画
・
経
営
、
上
下
水
道
施
設
維
持
管
理
、
農
業
集
落
排
水
施
設
維
持
管
理
、
上
下
水
道
施
設
の

設
計
施
工
、
水
質
管
理
・
検
査
、
水
洗
化
促
進
、
浄
化
槽
設
置
補
助
、
上
下
水
道
料
金 

な
ど

上
下
水
道
課

☎
４
３・９
０
３
１

１階

消
防
・
防
災
の
計
画
推
進
、
消
防
施
設
・
設
備
の
整
備
、
消
防
団
、
国
民
保
護

計
画
、
災
害
対
策
・
救
助
、
交
通
安
全
対
策
、
交
通
安
全
施
設
・
設
備
の
整
備
、

防
犯
推
進
、
犯
罪
被
害
者
支
援 

な
ど

総
務
課

防
災
危
機
管
理
対
策
室

☎
４
３・９
０
１
１

産
業
振
興
、
中
小
企
業
振
興
、
企
業
立
地
推
進
、
消
費
者
行
政
、
雇
用
対
策
、
勤
労
者
福
祉
、
観
光
施

設
の
維
持
管
理
、
観
光
動
向
調
査
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
支
援 

な
ど

産
業
観
光
課

☎
４
３・９
０
１
２

現
金
お
よ
び
財
産
の
記
録
・
管
理
、
基
金
・
有
価
証
券
の
出
納
・
管
理
、
支
出
・
収
入
事
務 

な
ど

会
計
課

☎
４
３・９
０
１
３

道
路
・
橋
梁
・
河
川
整
備
お
よ
び
維
持
・
修
繕
、
都
市
公
園
、
景
観
、
除
雪
、
官
民
境
界
確
定
、
分
譲

宅
地
の
管
理
・
販
売
、
防
犯
灯
の
管
理
、
屋
外
広
告
物
、
町
営
住
宅
管
理
、
住
宅
耐
震 

な
ど

建
設
課

☎
４
３・９
０
１
４

町
政
総
合
企
画・調
整
、
総
合
計
画
、
広
域
行
政
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
公
共
交
通
、
財
政
運
営
、
町
債・

資
金
計
画
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
行
政
改
革
、
地
域
協
働
、
自
治
会
、
移
住
・
定
住
、
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
、
国
際
・
国
内
交
流 

な
ど

企
画
財
政
課

☎
４
３・９
０
１
５

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
埋
葬
・
火
葬
許
可
、
税
諸
証
明
、
他

課
業
務
（
福
祉
・
保
健
・
子
育
て
・
上
下
水
道
な
ど
）
の
一
部 

な
ど

住
民
税
務
課 

住
民
係

☎
４
３・９
０
２
０

１階２階

● ごみの収集に関すること
農林環境課 ☎ 43-9023

● 埋葬・火葬許可に関すること
住民税務課 ☎ 43-9020

● 行政相談などに関すること
住民税務課 ☎ 43-9020

●●  路上の路上の動物などの死骸処理に関すること動物などの死骸処理に関すること
農林環境課 農林環境課 ☎☎ 43-902343-9023

●●  改葬改葬※※許可に関すること許可に関すること
農林環境課 農林環境課 ☎☎ 43-902343-9023

暮らしに関する問い合わせ先

※※ 墓地に埋蔵されている遺骨を、ほかの墓地に移すこと 墓地に埋蔵されている遺骨を、ほかの墓地に移すこと

情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
、
例
規
、
統
計
調
査
、
特
定
空
家
対
策
、
町
長
用
務
、
職
員
採
用
、
職
員・

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
お
よ
び
福
利
厚
生
、
広
報
・
広
聴
、
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策 

な
ど

総
務
課

☎
４
３・９
０
１
０

財
産
活
用
・
契
約
室

町
有
財
産
の
活
用
、
入
札
、
契
約
、
指
定
管
理
者
制
度 

な
ど

加悦庁舎

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
埋
葬
・
火
葬
許
可
、
住
民
相
談
、
人

権
啓
発
、
町
税
（
個
人
・
法
人
の
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
な
ど
）
の
賦

課
・
徴
収
、
税
諸
証
明
、
他
課
業
務
（
上
下
水
道
な
ど
）
の
一
部 

な
ど

住
民
税
務
課

☎
４
３・９
０
２
０

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
総
合
相
談
、
権
利
擁
護
、
認
知
症
支
援
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
成
年
後

見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

な
ど

介
護
保
険
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
安
心
見
守
り
事
業
、
敬
老
事
業
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
、

障
害
者
手
帳
、
障
害
者
自
立
支
援
、
障
害
者
地
域
生
活
支
援
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
く
ら
し
の
資

金
、
ひ
き
こ
も
り
対
応
、
生
活
困
窮
、
自
殺
予
防
、
援
護
事
務
、
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
防
止 

な
ど

福
祉
課

☎
４
３・９
０
２
１

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
、
献
血
、
老
人
・
障
害
者
医
療
、
健
康
増
進
・
相
談
、

介
護
予
防
、
住
民
健
診
、
予
防
接
種
、
食
生
活
改
善
推
進 

な
ど

保
健
課

☎
４
３・９
０
２
２

国
民
健
康
保
険
診
療
所

小
・
中
学
校

図
書
館

公
民
館

給
食
セ
ン
タ
ー

児
童
手
当
、
障
害
児
福
祉
、
子
育
て
支
援
医
療
費
、
未
熟
児
養
育
医
療
費
、
ひ
と
り
親
福
祉
、
認
定
こ

ど
も
園
・
保
育
所
、
不
妊
治
療
等
費
用
助
成 

な
ど

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
両
親
面
談
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
産
後
ケ
ア
、
乳
幼
児
健
診
、
栄

養
指
導
、
離
乳
食
教
室
、
子
ど
も
・
家
庭
・
妊
産
婦
等
支
援
、
児
童
虐
待
防
止 

な
ど

子
育
て
応
援
課

☎
４
３・９
０
２
４

農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
、
形
状
変
更
、
農
地
相
談
、
地
域
計
画 

な
ど

農
業
委
員
会
事
務
局

自
主
番
組
編
成
・
撮
影
・
放
送
、
伝
送
路
・
宅
内
工
事
、
文
字
・
デ
ー
タ
放
送
、

加
入
受
け
付
け 

な
ど

総
務
課 

秘
書
広
報
係
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
担
当

☎
４
３・９
０
２
８

別館 １階

農
業
振
興
施
策
（
自
然
循
環
農
業
、
京
の
豆
っ
こ
肥
料
な
ど
）、
農
業
担
い
手
育
成・支
援
、
有
害
鳥
獣
対
策
、

農
地
・
農
業
用
施
設
に
関
す
る
相
談
、
土
地
改
良
事
業
、
治
山
事
業
、
保
安
林
、
一
般
廃
棄
物
、
多
面
的
支

払
交
付
金
、
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
、
公
害
防
止
対
策
、
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
、
不
法
投
棄
対
策
、
改
葬
許
可 

な
ど

☎
４
３・９
０
２
３

地
球
温
暖
化
対
策
室

環
境
美
化
、
阿
蘇
海
浄
化
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
森
林
整
備
、
林
業
振
興
施
策
、

森
林
環
境
譲
与
税
、
環
境
直
接
支
払
交
付
金 

な
ど

野
田
川
衛
生
プ
ラ
ン
ト

教育委員会

教　育　長

教育委員会事務局

教
職
員
の
人
事
・
研
修
、
学
校
施
設
整
備
、
学
校
組
織
再
編
、
教
育
課
程
、
運
営
指
導
、
教
科
書
の
選

択
、
就
学
・
転
入
学
、
児
童
生
徒
の
安
心
安
全
、
就
学
援
助 

な
ど

学
校
教
育
課

☎
４
３・９
０
２
５

公
民
館
・
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
管
理
、
教
育
文
化
施
設
管
理
、
公
民
館
活
動
・
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
、
文
化
振
興
、
俳
句
・
短
歌
振
興
、
人
権
教
育
、
高
校
魅
力
化
、
成
人
式
、
学
童
保
育
、
伝
統

的
建
造
物
群
・
建
造
物
・
美
術
工
芸
品
・
埋
蔵
文
化
財
・
民
俗
文
化
財
等
の
保
存
と
活
用 

な
ど

社
会
教
育
課

☎
４
３・９
０
２
６

２階

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー☎

４
３・９
０
２
３

定
例
会
・
臨
時
会
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会
、
議
事
録
作
成
、
議
会
広
報
、

議
員
の
報
酬
・
身
分
・
履
歴 

な
ど

議
会
事
務
局

☎
４
３・９
０
２
７

３階

議
会

事
務
・
事
業
の
監
査

監
査
委
員
会
事
務
局

☎
４
３・９
０
２
７

監
査
委
員
会

農
業
委
員
会

農
林
環
境
課

つ
ば
き
こ
ど
も
園

山
田
保
育
所

か
え
で
こ
ど
も
園

野
田
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

石
川
保
育
所

の
だ
が
わ
こ
ど
も
園
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【４月１日付け】人事異動をお知らせします
42 人が異動、3 人が退職（係長以上） 問　総務課 ☎ 43-9010

課長補佐級（21 人）

● 総務課 課長補佐

　小牧 伸行（総務課付 京都地方税機構 所長）

● 総務課 課長補佐

　芳賀 和代（福祉課 主幹）

● 総務課 課長補佐

　廣野 智史（企画財政課 課長補佐）

● 総務課付
　京都地方税機構 課長補佐

　安田 雄一郎（保健課 課長補佐）

● 企画財政課 課長補佐

　田村 尊彦（総務課 係長）

● 住民税務課 課長補佐

　本田 実佐子（住民税務課 係長）

● 福祉課 課長補佐

　田中 百絵（福祉課 係長）

● 福祉課 課長補佐

　藤原 誠（福祉課 係長）

● 子育て応援課 課長補佐

　小西 哲夫（子育て応援課 係長）

● 子育て応援課 課長補佐

　山口 周作（住民税務課 課長補佐）

● 農林環境課 課長補佐

　牛田 竹史（農林環境課 係長）

● 農林環境課 課長補佐

　落合 久志（農林環境課 係長）

● 産業観光課 課長補佐

　井戸本 大輔（産業観光課 係長）

● 建設課 課長補佐

　引野 浩明（農林環境課 課長補佐）

● 上下水道課 課長補佐

　志賀 伸之（福祉課 係長）

● 野田川衛生プラント 所長補佐

　山田 智之（学校給食センター 所長補佐）

● かえでこども園 副園長

　井上 和美（かえでこども園 園長補佐）

● つばきこども園 副園長

　加畑 志保（かえでこども園 副園長）

● 山田保育所 所長補佐

　小牧 伊佐子（つばきこども園 副園長）

● 石川保育所 所長補佐

　梅田 智奈美（山田保育所 所長補佐）

● 社会教育課 課長補佐

　成毛 克明（企画財政課 課長補佐）

※ （ ）内は旧所属

主幹級（13 人）

● 総務課 主幹

　和田 直樹
　（総務課付 宮津与謝環境組合 事務局次長補佐）

● 総務課付 宮津与謝環境組合
　事務局主幹

　杉本 政也（農林環境課 主幹）

● 企画財政課 主幹

　大江 聡（社会教育課 主幹）

● 住民税務課 主幹

　坂根 豊（上下水道課 課長補佐）

※ （ ）内は旧所属

● 福祉課 主幹

　堀場 理恵子（会計課 課長補佐） 
● 子育て応援課 主幹

　青山 潤子（保健課 主幹）

● 子育て応援課 主幹

　長島 裕二（建設課 課長補佐）

● 農林環境課 主幹

　池田 浩樹（総務課 主幹）

● 産業観光課 主幹

　上田 誠（農林環境課 主幹）

● 建設課 主幹

　桝 幹明（上下水道課 主幹）

● 上下水道課 主幹

　大門 洋（上下水道課 課長補佐）

● 会計課 主幹

　塩見 雅樹（産業観光課 主幹）

● 議会事務局 主幹

　坂根 加奈子（議会事務局 課長補佐）

係長級（８人）

● 総務課 係長

　梅田 聡史（総務課 主任）

● 総務課付
　京都地方税機構 係長

　白数 勝也（総務課付 京都地方税機構 主任）

● 住民税務課 係長

　小西 良祐（住民税務課 主任）

● 福祉課 係長

　本田 奈都子
● （福祉課 主任介護支援専門員〔主任〕）

● 産業観光課 係長

　妹尾 由紀子（産業観光課 主任）

● 会計課 係長

　金谷 景子（会計課 主任）

※ （ ）内は旧所属

※ 続きは次ページへ

これまで広報紙に掲載していた「わたしはココにいます（職員人事異動）」は、役場職員を名乗った詐欺被害防⽌など
のため、今年度から新聞社など報道機関に提供している内容のみ掲載しています

※

納付方法

税目 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

町 民 税
府 民 税 普通徴収 ７/ １

（月）
９/ ２
（月）

10/31
（木）

１/31
（金）

　

固 定 資 産 税 ５/31
（金）

７/31
（水）

９/30
（月）

12/27
（金）

軽 自 動 車 税 ５/31
（金）

　

国民健康保険税 ７/ １
（月）

７/31
（水）

９/ ２
（月）

９/30
（月）

10/31
（木）

12/ ２
（月）

12/27
（金）

１/31
（金）

２/28
（金）

３/31
（月）

令和６年度の納期をお知らせします
期限までに納付をお願いします

納税通知書の送付日
●

●

５月中旬
６月中旬

固定資産税、軽自動車税
町府民税（普通徴収）、国民健康保険税（毎月送付）

町府民税・固定資産税
町府民税は 6 月に、固定資産税は 5 月に 1
年分（各４枚）の納付書をまとめて送付しま
すので、なくさないようにしてください。一
括納付の方は、４枚の納付書を使って納付を
お願いします。
国民健康保険税
口座振替以外の方は、納付書を毎月送付しま
す。一括納付の方は、一括用納付書を使って
納付をお願いします。
納期は月末です
各税目とも納期は月末ですが、その日が土日
または祝日の場合はその翌日となります。納

●

●

●

期を過ぎると督促状を送付することがありま
すので、期限までに納付をお願いします。
納期を過ぎると延滞金が課されます
納期限を過ぎてから納付した場合、納期限の
翌日から完納の日までの日数に応じて、年
8.7％の割合を乗じて計算した延滞金を課す
ことになります。
※ 納期限の翌日から 1 ヵ月を経過する日ま
での期間については年 2.4％です。ただし、
これらの割合は毎年変動します

【町民税・固定資産税・軽自動車税】
住民税務課 ☎ 43-9020

【国民健康保険税】保健課 ☎ 43-9022

●

問

● 議会事務局 係長 
　大上 知子（上下水道課 係長）

● 国民健康保険診療所 係長

　上田 充弥（国民健康保健診療所 主任理学療法士）

退職者（３人） ※ （ ）内は旧所属

【主幹級】前田 留美子
【主幹級】（住民税務課 主幹）

【係長級】後藤 周作（建設課 係長）【課長補佐級】中瀬 知英美
【課長補佐級】（石川保育所 所長補佐）
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

２/ １ 水戸川頭首工災害復旧工事 上山田地内 ７者 株式会社井田建設 1,780 1,637 1,637 91.97 R6/2/9
～ 3/31

２/14 石川地区消火栓移設工事 石川地内 ２者 砂後建設株式会社 1,710 1,534 1,534 89.71 R6/2/22
～ 3/25

２/28 大江山憩いの広場園地道路整備
（その２）工事 与謝地内 ６者 安田産業株式会社 13,168 11,833 11,833 89.86 R6/3/7

～ 3/29

２  月入札結果 問　財産管理・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

消費生活 Information

消
費

生
活

In
fo
rm

at
io
n

　
家
族
が
亡
く
な
り
、
家
族

葬
の
価
格
が
手
ご
ろ
だ
と
広

告
を
し
て
い
る
葬
儀
社
に
見

積
も
り
を
依
頼
し
た
。

　

広
告
で
は
「
家
族
葬
約

40
万
円
か
ら
」と
あ
っ
た
が
、

実
際
に
担
当
者
に
話
を
し
て

み
る
と
「
お
宅
は
こ
の
プ
ラ

ン
で
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
言

わ
れ
、
別
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を

追
加
さ
れ
た
。
結
局
見
積
も

り
の
合
計
が
３
０
０
万
円
と

な
り
、
広
告
と
は
異
な
る
高

額
費
用
に
な
っ
た
。
仕
方
な

く
契
約
し
た
が
不
満
だ
。

相
談
員
か
ら
の
一
言
助
言

　
葬
儀
は
検
討
や
準
備
の
た

め
の
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
大
ま

か
な
内
容
を
決
め
、
事
前
相

談
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
広
告
に
表
示
さ

れ
た
料
金
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
広
告
を
う
の
み
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た

ら
早
め
に
家
族
や
知
人
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

● 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

● 

☎
２
２・２
１
２
７

● 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

● 

☎
１
８
８

【
事
例
で
学
ぼ
う
！　
消
費
生
活
情
報
】

葬
儀
費
用
が
高
額
に
!?

友だちと育てたスイセンがきれいに咲いたよ
人権の花運動 問　住民税務課 ☎ 43-9020

　
２
月
28
日
、
与
謝
野
町・法
務
局・

人
権
擁
護
委
員
で
構
成
さ
れ
る
丹

後
・
中
丹
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
か
ら
、
山
田
小
学

校
へ
人
権
の
花
運
動
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
同
校
の
２・
３
年
生

18
人
が
球
根
を
植
付
け
、
友
だ
ち
と

協
力
し
な
が
ら
育
て
て
き
た
人
権
の

花
「
ス
イ
セ
ン
」
は
、
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
児
童
が
協
力
し
花

を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
、
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
と
生
命
の
尊
さ
を

実
感
し
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
の
心

を
体
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

感謝状贈呈の様子（山田小学校）

屋外照明設備を LED に更新しました
城山公園テニスコート 問　社会教育課 ☎ 43-9026

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助

成
金
を
受
け
、「
城
山
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
の
屋

外
照
明
設
備
の
改
修
工
事

を
昨
年
11
月
か
ら
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

工
事
が
完
了
し
３
月
15
日

か
ら
利
用
を
再
開
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
改
修
工
事
で

は
、
屋
外
照
明
設
備
を
既

存
の
水
銀
灯
タ
イ
プ
の
も

前より明るくなったテニスコート

「お互いさまの助け合い」啓発動画が完成
生活支援体制整備事業 問　福祉課 ☎ 43-9021

　
「
未
来
の
自
分
が
ど
ん
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
か
」
を
想
像
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

超
高
齢
社
会
が
進
行
す
る
中
、

丹
後
地
域
の
２
市
２
町
で
は
、
今

困
っ
て
い
る
高
齢
者
に
向
け
て
で

き
る
こ
と
、
ま
た
、
い
つ
か
高
齢

者
に
な
る
未
来
に
備
え
て
で
き
る

こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
て
、
み
ん

な
で
住
み
や
す
い
ま
ち
を
作
っ
て

い
こ
う
と
い
う
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
丹
後
保
健
所
で
は
、
こ
の

よ
う
な
丹
後
地
域
の
活
動
状
況
を

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
啓
発
動

画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
で
は
、「
地
域
の『
わ
』

を
拡
げ
よ
う
！　
ひ
と
づ
く
り
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
に
こ
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
地
域
で
助
け
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

視
聴
く
だ
さ
い
！

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
興
味
や
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
役
場
福
祉
課
や
与
謝
野
町
社

会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

昨
年
の
９
月
に
開
催
し
た
「
地
域
の
『
わ
』

を
拡
げ
よ
う
！　

ひ
と
づ
く
り
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
様
子

右
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

読
み
取
っ
て
い
た
だ
く

と
、
啓
発
動
画
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

の
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
タ
イ
プ
に

更
新
。
ま
た
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
た
投
光
器
の

ポ
ー
ル
や
パ
ト
ラ
イ
ト
、

照
明
制
御
盤
、
分
電
盤
な

ど
の
更
新
に
加
え
、
虫
対

策
と
し
て
誘
虫
器
を
設
置

し
ま
し
た
。
な
お
、
夜
間

に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
利
用

で
き
る
の
は
、「
城
山
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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令和６年
能登半島地震

災害義援金

【２月末現在の額】

276 万 3,286 円

皆さまの温かいご支
援、ありがとうござい
ます。

Facebook
ページ

Youtube
チャンネル

ホーム
ページ

与謝野町
有線

テレビ

番組
ガイド

絵本に親しんで
かえでこども園に図書カードを寄贈いただきました 問　子育て応援課 ☎ 43-9024

　

２
月
19
日
、
伊だ

て達
直な
お

人と

的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
秋あ
き

保ほ

健け
ん

二じ

様
か
ら

か
え
で
こ
ど
も
園
に
、
図
書
カ
ー
ド

（
１
万
５
０
０
０
円
分
）
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
秋
保
様
は
、「
伊
達
直
人
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
称
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、「
動
画
ば

か
り
見
る
の
で
は
な
く
、
絵
本
に
親
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共

に
図
書
カ
ー
ド
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
図
書
カ
ー
ド
で

「
絵
本
（
４
冊
）
と
紙
芝
居
（
８
冊
）」

を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

切
に
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

想
像
力
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

度
の
ご
寄
贈
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

園児たちと触れあう秋保さん

52 作品を表彰しました
令和５年度人権啓発優秀作品表彰式 問　社会教育課 ☎ 43-9026

　

２
月
24
日
、「
令
和
５
年
度
人
権

啓
発
優
秀
作
品
表
彰
式
（
主
催
：
与

謝
野
町
・
教
育
委
員
会
）」
を
、
知

遊
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
人
権
作
品
の
創
作

を
と
お
し
て
人
権
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
、
人
権
尊
重
の
啓
発
を
図
る

も
の
で
す
。

　
優
秀
作
品
審
査
会
で
は
、
小
・
中

学
校
の
「
標
語
・
人
権
俳
句
・
詩
・

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
」
と
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
標

語
」
合
計
３
４
８
の
応
募
作
品
の
中

か
ら
、合
計
52
の
優
秀
作
品
を
選
定
。

受
賞
作
品
の
内
、
最
優
秀
の
標
語
と

人
権
俳
句
、
優
秀
ポ
ス
タ
ー
は
年
間

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
、
学
校
や
公

共
施
設
な
ど
で
人
権
啓
発
し
て
い
ま

す
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長島教育長から表彰状を受け取る児童

問　住民税務課 ☎ 43-9020

与謝野町公式
SNS

＆
WEB サイト

LINE
アカウント

インスタグラム

車椅子を寄贈いただきました
問　総務課 ☎ 43-9010

　

２
月
27
日
、「
小
さ
な
親
切
」
運

動
京
都
府
本
部
（
代
表 

西に
し
む
ら村
浩ひ

ろ

司し

様
）
さ
ん
か
ら
、
車
椅
子
１
台
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
車
椅
子
の
寄
贈
運
動
は
、

１
９
９
９
年
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
本
部
か
ら
各

地
の
施
設
（
自
治
体
な
ど
）
に
毎
年

寄
贈
さ
れ
て
お
り
、「
で
き
る
親
切

は
み
ん
な
で
し
よ
う
、
そ
れ
が
社
会

の
習
慣
と
な
る
よ
う
に
」
を
め
ざ
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
度
の
ご
寄
贈
、
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山添町長に目録を手渡す
西村さん（右）

より読みやすい広報紙へ
問　総務課 ☎ 43-9010

　
「
広
報
よ
さ
の
」
に
使
用
し
て
い
る

本
文
の
文
字
サ
イ
ズ
を
、
今
月
号
か
ら

大
き
く
し
ま
し
た
。

　
以
前
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広

報
紙
を
閲
覧
の
際
に
「
文
字
が
小
さ
く

て
読
み
に
く
い
」と
の
ご
意
見
が
あ
り
、

改
善
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
本
文
の

文
字
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
誰
に
と
っ

て
も
読
み
や
す
く
、わ
か
り
や
す
い「
Ｕ

Ｄ
フ
ォ
ン
ト
」
を
使
用
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も「
よ
り
わ
か
り
や
す
い
」

「
よ
り
読
み
や
す
い
」
広
報
紙
を
作
成

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
は

引
き
続
き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

文
字
サ
イ
ズ
が

　
　

大
き
く
な
り
ま
し
た

従
来
の

文
字
サ
イ
ズ

新
し
い

文
字
サ
イ
ズ

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

［
幾　

地
］

伴ば
ん
か
い海 

志し

き祈

励　
哉
（
れ
い
や
）

歩
乃
佳
（
ほ
の
か
）

（　
　
　
　

）

［
三
河
内
］

加か

藤と
う 

暖ひ
な

大た

智　
久
（
と
も
ひ
さ
）

麻　
里
（
ま　
り
）

（　
　
　
　

）

重し
げ
み
つ光 

葵き

い

な
衣
那
俊　
祐
（
し
ゅ
ん
す
け
）

萌　

（々
も　
も
）

（　
　
　
　

）

［
四　

辻
］

白は
く
間ま 

絃い
と
巴は

正　
樹
（
ま
さ
き
）

萌　
那
（
も
え
な
）

（　
　
　
　

）

［
石　

川
］

舘た
て
わ
き脇 

楓ふ
う
河が

佑　
輔
（
ゆ
う
す
け
）

早　
紀
（
さ　
き
）

（　
　
　
　

）

［
加　

悦
］

永な
が

井い 

想そ
う

和わ

大　
地
（
だ
い
ち
）

め
ぐ
み

（　
　
　
　

）

［
男　

山
］

原は
ら

田だ 

愛ま
あ

椛は

真　
経
（
ま
さ
つ
ね
）

さ
つ
き

（　
　
　
　

）

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、２月 16 日から３月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

［
岩
　
滝
］

中な
か
に
し西 
敏と
し
か
ず一

（
68
才
）

［
下
山
田
］

白し
ら
数す 

晴は
る
夫お

（
74
才
）

井い

だ田 

●よ
し
美み

（
96
才
）

［
岩
　
屋
］

大お
お
う
ち内 

康や
す
ひ
ろ裕

（
80
才
）

村む
ら
か
み上 

き
く
枝え

（
85
才
）

［
明
　
石
］

市い
ち

田だ 

美み

ほ

こ
保
子
（
90
才
）

［
男
　
山
］

三み

た田 

輝て
る

雄お

（
80
才
）

［
上
山
田
］

関せ
き
小お

だ田 

光み
つ
子こ

（
70
才
）

平ひ
ら 

つ
よ
子こ

（
92
才
）

令和６年２月末現在
まちのうごき

人　口 19,697 人（－ 49）

　男　 19,451 人（－ 23）

　女　 10,246 人（－ 26）

世帯数 8,849 戸（－７）
※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

総務課
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

与謝野町役場本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理
対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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町内に配布している

広報誌には掲載しています
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広報誌には掲載しています



広告掲載募集中

● サイズ　W60mm × H45mm
● 料　金　月額 5,000 円／枠
● その他　最大３枠まで掲載可
　　総務課 ☎ 43-9010問

【広告枠】

祝
日
の
ご
み
収
集
（
昭
和
の
日
）

祝
日
の
ご
み
収
集
（
昭
和
の
日
）

　
４
月
29
日
（
祝
）
の
ご
み
収
集
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
三
河
内
・
市
場
地
区
】

平
常
ど
お
り
収
集
を
行
い
ま
す

【
加
悦
・
後
野
・
与
謝
・
滝
・
金
屋
・
山
田
・

石
川
地
区
】
収
集
は
行
い
ま
せ
ん

　
　
農
林
環
境
課 

☎
４
３・９
０
２
３

与
謝
野
町
物
価
高
騰
対
策

与
謝
野
町
物
価
高
騰
対
策

生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り

10
万
円
、
18
歳
以
下
の
児
童
（
平
成
17

年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
の
児
童
）
を

養
育
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
に
応

じ
て
一
人
あ
た
り
５
万
円
を
支
給
し
ま

す
。
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に

は
、
確
認
書
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

非
課
税
世
帯
な
ど
に
対
し
て
の
給

付
金
を
す
で
に
受
給
し
た
世
帯
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん

　
　
福
祉
課 

☎
４
３・９
０
２
１

身
体
障
害
者
等
自
動
車
税
の
減
免
申
請

身
体
障
害
者
等
自
動
車
税
の
減
免
申
請

（
軽
自
動
車
税
を
除
く
）

（
軽
自
動
車
税
を
除
く
）

　
京
都
府
で
は
、
自
動
車
を
所
有
し
身

体
障
害
者
等
自
動
車
税
減
免
申
請
の
手

続
き
が
必
要
な
場
合
は
、
年
税
額
減
免

申
請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
５
月
31
日
（
金
）
ま
で

午
前
８
時
半
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４

時
半
（
土
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

会
場　
丹
後
広
域
振
興
局 

税
務
課 

注
意
事
項

● 

す
で
に
減
免
を
受
け
て
お
ら
れ
、

内
容
に
変
更
が
な
い
場
合
の
手
続
き
は

不
要
で
す
。

● 

申
請
の
必
要
の
有
無
に
つ
い
て
ご

不
明
の
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

● 
月
の
初
旬
は
受
付
窓
口
が
混
み
合

い
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

● 

６
月
１
日
（
土
）
以
降
の
申
請
は
、

申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
月
割
り
減
免
と

な
り
ま
す
。 

　
　
　
　
丹
後
広
域
振
興
局 
税
務
課

☎
０
７
７
２・６
２・４
３
０
３

令
和
令
和
６６
年
度
年
度

母
子
家
庭
奨
学
金
の
支
給
申
請

母
子
家
庭
奨
学
金
の
支
給
申
請

　
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は
４
月
初

旬
に
案
内
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、

案
内
が
届
い
て
い
な
い
方
で
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
子
育
て
応
援
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者　
京
都
府
内
（
京
都
市
を

除
く
）
に
居
住
し
、
死
別
、
離
婚
、
未

婚
な
ど
に
よ
り
配
偶
者
の
い
な
い
女
子

（
夫
が
重
度
障
害
者
を
含
む
）
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
児
童
（
20
歳
に
満
た
な

い
方
）
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の

母
。

● 

乳
幼
児　
● 

小
学
生　
● 

中
学
生

● 

高
校
生
（
専
修
学
校
の
高
等
課
程

在
籍
者
を
含
む
）

　
　
５
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、
申
請

用
紙
に
次
の
証
明
な
ど
を
添
え
て
、
子

育
て
応
援
課
（
加
悦
庁
舎
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
す
べ
て
の
方
に
必
要
な
も
の
】

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
推
進
員
（
旧
母
子

福
祉
推
進
員
）
ま
た
は
民
生
児
童
委
員

の
証
明

【
高
校
生
な
ど
の
児
童
が
い
る
場
合
】

在
学
証
明
書

【
夫
が
重
度
障
害
者
で
あ
る
場
合
】

児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し
、
ま
た
は

障
害
基
礎
年
金
証
書
な
ど
の
障
害
の
程

度
を
示
す
書
類
の
写
し

そ
の
他　

● 

高
校
生
は
、
京
都
府
奨
学
の
た
め

の
給
付
金
（
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
）

と
の
併
給
調
整
の
た
め
、
支
給
時
期
が

遅
れ
ま
す
。

● 

夫
が
重
度
障
害
者
で
あ
る
女
子
の

場
合
は
、
夫
の
所
得
が
児
童
扶
養
手
当

法
に
お
け
る
配
偶
者
の
所
得
制
限
額
未

満
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

問
・
申

問

与
謝
野
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん

InformationInformation

問

申

※ 掲載している情報は、３月 28 日（木）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

問　
子
育
て
応
援
課

☎
４
３・９
０
２
４

水
道
メ
ー
タ
検
針
員
の
募
集

水
道
メ
ー
タ
検
針
員
の
募
集

応
募
用
件　
与
謝
野
町
内
在
住
で
、
業

務
時
の
移
動
手
段
を
確
保
で
き
、
心
身

と
も
に
健
康
な
方

募
集
人
員　
１
人

業
務
内
容　
委
託
業
務
と
し
て
、
指
定

の
期
間
内
（
毎
月
１
日
～
10
日
）
に
町

が
指
定
す
る
地
域
の
水
道
メ
ー
タ
検
針

を
行
い
、
検
針
器
（
町
貸
与
品
）
か
ら

発
行
さ
れ
る
「
検
針
お
知
ら
せ
票
」
を

各
戸
へ
配
布

業
務
地　
字
岩
滝
・
男
山
地
内

採
用
時
期　
５
月
１
日
（
水
）
～

委
託
期
間　
令
和
７
年
３
月
31
日（
月
）

ま
で

※ 

契
約
の
更
新
は
、
業
務
成
績
・
能

力
な
ど
に
よ
り
判
断
し
ま
す

委
託
金
額　
検
針
件
数
に
１
件
あ
た
り

55
円
を
乗
じ
た
額
に
消
費
税
額
を
加
算

し
た
額

※ 

１
ヵ
月
あ
た
り
約
１
３
０
０
件

※ 

検
針
件
数
は
目
安
で
件
数
を
保
障

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

選
考　
応
募
者
の
中
か
ら
町
で
選
考
し

採
用
を
決
定
し
ま
す

　
　
　
　
４
月
19
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
、
上
下
水
道
課
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
上
下
水

道
課（
☎
４
３・９
０
３
１
）へ
。
な
お
、

応
募
書
類
は
一
切
返
却
し
ま
せ
ん
。

「
第
「
第
4242
回
京
都
府
女
性
の
船
」
の

回
京
都
府
女
性
の
船
」
の

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

日
程

【
事
前
研
修
】
５
月
25
日
（
土
）

【
研
修
】６
月
７
日（
金
）～
10
日（
月
）

３
泊
４
日

【
事
後
研
修
】
７
月
６
日
（
土
）　

訪
問
地　
北
海
道

参
加
費　
４
万
４
０
０
０
円
程
度

　
　
　
　

４
月
18
日
（
木
）
ま
で
に
、

紙
面
に
よ
る
提
出
は
住
民
税
務
課
（
☎

４
３・
９
０
２
０
）
へ
、
メ
ー
ル
に
よ

る
提
出
は
京
都
府
男
女
共
同
参
画
課

（
☎
０
７
５・４
１
４・４
２
９
１
）
へ
。

な
お
、
申
込
書
は
役
場
各
庁
舎
住
民
税

務
課
住
民
係
に
あ

る
ほ
か
、
京
都
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

給
与
を
支
払
う
事
業
者
の
方
に
向
け
た

給
与
を
支
払
う
事
業
者
の
方
に
向
け
た

「
定
額
減
税
説
明
会
」
の
開
催

「
定
額
減
税
説
明
会
」
の
開
催

　
令
和
６
年
分
の
所
得
税
に
お
け
る
特

別
税
額
控
除
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
事

業
者
が
令
和
６
年
６
月
１
日
以
後
最
初

に
支
払
う
給
与
な
ど
に
つ
き
源
泉
徴
収

を
行
う
際
、
定
額
減
税
が
実
施
さ
れ
る

京都府
ホームページ

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
宮
津
税
務
署
で
は
、
定
額
減
税
の
内

容
や
源
泉
徴
収
事
務
に
つ
い
て
、
給
与

を
支
払
う
事
業
者
の
方
に
向
け
た
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

４
月
24
日
（
水
）、
５
月
20
日
（
月
）

※ 

両
日
と
も
午
後
２
時
半
～
４
時

会
場　
与
謝
野
町
商
工
会

対
象
者　
給
与
を
支
払
う
事
業
者
の
方

定
員　
50
人

　
　
　
　

前
日
ま
で

に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た

は
宮
津
税
務
署
法
人
課
税
部
門
（
☎

２
２・３
２
７
５
）
へ
。

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
官
等
の
募
集

【
自
衛
官
候
補
生
】

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
一
般
曹
候
補
生
】

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
５
月
７
日
（
火
）
ま
で

試
験
日　

【
１
次
】５
月
17
日（
金
）～
26
日（
日
）

【
２
次
】６
月
15
日（
土
）～
30
日（
日
）

※ 

い
ず
れ
も
、
期
間
中
の
う
ち
１
日

を
指
定

　
　
　
　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

問

問
・
申

問
・
申

LINE 予約

問
・
申

問
・
申

町ホームページ
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① 織物職人養成プログラムの様子
② 織技センター内に並ぶ手機
③ この白い看板が目印です ①

③

②

与謝野町織物技能訓練センター
（所在地／与謝野町字四辻 515 番地１） （土日および祝日、年末年始を除く）

午後５時▶午前９時開
館
時
間

施設や利用に関すること
産業観光課 ☎ 43-9012

織物職人養成プログラムの受講に関すること
織物技能訓練センター ☎ 42-2527／問

・
申

物の産地として
り手（職人）を育む
物技能訓練センター

織

織物の座学から織機（力
りき

織
しょっ

機
き

・手
て

機
ばた

）の基本的な動かし方まで、講師のマンツーマン指導で基
礎からしっかりと学ぶことができ、織物未経験者でも機場で即戦力として働くことができる職人
を育成する施設です。

与謝野町織物技能訓練センターとは？

▶ 織機の利用 － Use －

一定の知識がある方は、以下の料金で織機を利用で
きます。ただし、原則、営利目的では利用できません。

－ 利用料金 －
【力織機】200 円
【手　機】100 円
【準備機】100 円

－ 織機台数 －
【津田駒製シャットル織機】５台
【レピア】１台
【手　機】18 台　※ 小幅・広幅含む

【整経機】１台

京都府伝統産業優秀技術
者「京の名工」でもあり、
60 年もの間、手機職人
として「つづれ織」を手
がける職人。施設で手機
の普及と担い手育成に尽
力している。

平成 26 年から担い手の
養成を手がける職人。織
機調整１級技能士の資格
を持ちながら、施設全体
の管理から力織機の指導
に至るまで手広く行い、
今までに 100 人以上の
職人を養成してきた。

茂
も ろ

籠 龍
りゅう

一
いちろう

郎（写真左） 尾
お

関
ぜき

 正
まさ

巳
み

（写真右）

● 手機のプロフェッショナル ● 力織機のプロフェッショナル

▶ 技術指導者 － Technical Leader －－ Program －▶ 織物職人養成プログラム
織物に関する座学から織りの工程までを理解できる
ようになるまで受講できます。

【町内の方】5,000 円／プログラム
【町外の方】1,000 円／時間

※
※

※

受講時間の目安（力織機プログラムで約 50 ～ 60 時間程度）
上記の料金に加え、受講者の利用時間に応じて以下の「織機の利用料金」
も必要となりますのでご承知おきください
インボイスを希望する方は、受講前にお知らせください

※ １時間あたりの料金
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